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プラスチック複合材料の

開発動向と写真で見る用途事例集

◆安定的な成長が見込まれるプラスチック系複合材料の市場動向！

◆マトリックス樹脂および各種充てん材の特徴・物性と効果！

◆プラスチック複合材料の成形技術と開発動向！

◆260点を超える写真で見る新規複合材料、成形事例、応用事例！

★260点を超える写真を掲載した用途事例集！　基礎的な物性から成形技術、応用例まで！
★押さえておくべき市場動向・開発動向を網羅的に解説！

【執筆者】安田ポリマーリサーチ研究所　安田　武夫　氏

プラスチック複合材料の開発動向と写真で見る用途事例集　書籍
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（書籍申し込み要領）
◎右記記入の上、FAXでお申込を承ります。
◎お申込書を確認次第、書籍、請求書および
振込要領をお送りいたします。
◎未発刊の書籍をお申込の場合、申込書を確認
次第、受領書をお送りいたします。
発刊時に弊社より書籍、請求書および振込
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